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▲第１号柱穴と柱根

▲甑の把手部分の破片

埋蔵文化財包蔵地
幡室遺跡

　幡
はた

室
むろ

遺跡は、新野の幡室神社周辺に位置している
弥生時代から鎌倉時代にかけての複合遺跡です。平
成11(1999) 年9月13日から10月25日にかけて菊川
左岸用水路改良工事に先立ち、試掘調査を行った結
果、数多くの溝や建物の柱穴とともに、通常の農民
の建物とは考えられない、大型掘立柱建物跡の柱穴
や、柱根の部分が発見されました。
　この大型掘立柱建物跡の出土遺物としては、古墳
時代の土

は
師
じ

器
き

の壺
つぼ

や甑
こしき

の把
とっ

手
て

が出土しています。遺
物包含層から奈良時代以降の土器が出土しているこ
とから、古墳時代末から奈良時代初頭の建物と推定
されました。本遺跡は、新野の谷の沖積低地が大き
く幅を広げる地区最上流域の微高地にあり、地理的
に最も有利な場所を占めています。
　しかも、新野地区で最も古い集落の1つであり、
米蔵の可能性がある大型の掘立柱建物跡が見つかっ
ていることから、律令制初期 (7世紀末から8世紀 )
には、この地域の中枢であったと想定できます。

浜
岡
原
発
、
相
次
ぐ
人
為
的
ミ
ス

市
は
適
正
管
理
を
文
書
で
要
請

　
中
部
電
力
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所

５
号
機
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
で
、
人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
原
子
炉

施
設
保
安
規
定
の
運
転
上
の
制
限
を

逸
脱
す
る
事
態
が
続
い
た
こ
と
を
重

く
受
け
止
め
、
石
原
茂
雄
市
長
は
11

月
12
日
、
水
谷
良
亮
浜
岡
原
子
力
総

合
事
務
所
長
に
、
浜
岡
原
発
の
適
正

な
管
理
を
文
書
で
要
請
し
ま
し
た
。

　
中
部
電
力
の
保
安
規
定
で
は
、
非

常
用
発
電
機
３
台
の
う
ち
２
台
を
稼

働
で
き
る
状
態
に
す
る
よ
う
定
め
て

い
ま
す
が
11
月
１
日
、
５
号
機
の
点

検
作
業
で
停
止
さ
せ
た
１
台
の
運
転

に
必
要
な
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
忘
れ
た

ま
ま
、
別
の
１
台
を
点
検
で
停
止
さ

せ
ま
し
た
。
７
月
に
も
ナ
ッ
ト
の
締

め
付
け
不
足
が
原
因
で
、
燃
料
の
軽

油
が
漏
れ
て
１
台
が
一
時
的
に
稼
働

不
能
に
な
り
他
の
１
台
も
点
検
中

だ
っ
た
た
め
、
制
限
を
逸
脱
し
て
い

ま
す
。

　

市
は
こ
う
し
た
事
実
を
受
け
て
、

①
敷
地
内
の
あ
ら
ゆ
る
設
備
の
点
検

や
工
事
の
現
場
管
理
、
作
業
な
ど
人

が
か
か
わ
る
す
べ
て
の
業
務
で
連

携
・
確
認
・
情
報
共
有
を
徹
底
す
る

こ
と
②
人
為
的
過
失
が
あ
っ
て
も
影

響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
小
さ
な

過
失
の
連
鎖
が
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
回
の
事

象
の
原
因
を
深
く
調
査
・
検
証
し
、

再
発
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
の
２
点

を
要
請
し
、
文
書
で
の
報
告
を
求
め

ま
し
た
。

　

水
谷
総
合
事
務
所
長
は「
度
重
な

る
不
手
際
が
あ
っ
た
。
要
請
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
再
発
防
止
に
努
め

ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

新野を代表する有力な集落跡

市内新野地区

▲第 2 号柱穴と礎板 ▲第 3 号柱穴と柱根
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